
森林材積把握と施業状況確認
○信州大学（山岳科学研究所 加藤正人教授）との共同実証
○撮影済航空レーザーと普及型ドローンを活用した森林調査作業の省力化
○信州大学の知財技術を応用した全数木調査での間伐材の確認と間伐量の把握
○林業従事者側：現地調査の日数が減少、所有者へより正確な伐採による収入額提示
○行政側：間伐前後の森林状況の把握による現地確認の業務削減

ドローン空撮画像 航空レーザー（ＤＥＭ） 間伐木(赤)確認と間伐量出力イメージ
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